
答
国
の
新
・
経
済
対
策
を
も
と

に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
事
業
も
含
め
速
や
か
に
検
討
す
る
。

問問
福
祉
灯
油
や
タ
ク
シ
ー
券
交

付
を
拡
充
す
る
な
ど
の
市
独

自
策
は
。

答
福
祉
灯
油
は
国
県
の
動
向
を

注
視
し
、
タ
ク
シ
ー
券
は
総

合
的
に
検
討
し
判
断
し
た
い
。

教
育
現
場
の
様
子
は

問問
文
科
省
調
査
で
岩
手
県
の
不

登
校
児
童
生
徒
数
は
過
去
最

高
に
な
っ
て
い
る
が
、本
市
で
は
ど
う
か
。

答
令
和
５
年
度
に
23
人
に
増
加

し
た
。
全
国
と
比
較
し
て
低

い
と
は
い
え
、
大
き
な
課
題
と
捉
え

て
い
る
。

問問
教
職
員
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
Ｉ
Ｃ
Ｔ
対
応
な
ど
で
教
職
員

の
業
務
が
増
え
て
い
る
。
支

援
員
な
ど
を
導
入
し
、
今
後
も
負
担

軽
減
に
取
り
組
む
。

問問
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
と
ス
マ
ー
ト

農
業
の
導
入
推
進
策
は
。

答
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
は
農
薬
散

布
や
肥
料
散
布
に
活
用
さ
れ
、

作
業
の
軽
減
や
時
間
短
縮
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
す
で
に
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
病
害
虫
防
除
を
実
施
し
て
い

る
。
市
単
独
補
助
事
業
の
実
績
も
あ

り
、
今
後
も
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及

に
取
り
組
む
。

問問
合
併
予
定
の
新
土
地
改
良
区

へ
の
人
材
や
財
政
支
援
は
あ

る
の
か
。

答
合
併
後
の
運
営
基
盤
の
強
化

を
図
る
た
め
に
も
、
経
営
が

安
定
す
る
数
年
間
は
一
定
の
財
政
支

援
は
考
え
て
お
り
、
必
要
な
支
援
を

検
討
す
る
。

問問
土
地
改
良
区
域
外
の
圃
場
整

備
等
の
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
現
時
点
で
新
た
な
計
画
の
予
定

は
な
い
。
小
規
模
な
土
地
改
良

事
業
へ
の
国
・
県
・
市
の
補
助
も
あ
る

の
で
、
活
用
可
能
な
事
業
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
。

職
訓
の
現
状
と
利
活
用
は

問問
職
業
訓
練
校
に
短
期
コ
ー
ス

等
の
新
設
は
ど
う
か
。

答
短
期
講
習
等
は
事
業
所
の
要

望
に
応
じ
て
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
会
員
事
業
所
の
ニ
ー
ズ
把

握
に
努
め
、
職
業
訓
練
協
会
と
連
携

し
、
訓
練
生
の
募
集
や
利
用
促
進
に

向
け
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

菅
かん

野
の

　広
ひろ

紀
き

（碧い風）

ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
は

　
今
後
も
普
及
に
取
り
組
む

ドローンによる薬剤散布

問問
市
長
選
で
「
さ
あ
、
復
興
の

先
に
か
じ
を
切
れ
！
」
と
し
て

４
つ
の
公
約
を
掲
げ
た
。
そ
の
意
味
す

る
こ
と
は
何
か
。

答
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

復
興
事
業
が
ほ
ぼ
完
了
す
る

中
、
今
後
10
年
、
20
年
、
30
年
先
の

将
来
も
魅
力
あ
る
ま
ち
に
な
る
よ
う

表
現
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
、
大

学
、
市
民
な
ど
、
出
来
る
だ
け
多
く

の
関
係
者
と
情
報
収
集
や
意
見
交
換

を
し
な
が
ら
進
め
て
き
て
い
る
。

マ
グ
ロ
漁
獲
枠
拡
大
は

問問
最
近
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲

枠
が
１・
５
倍
に
決
ま
っ
た
。

三
陸
沿
岸
の
漁
獲
枠
拡
大
は
大
き
な

課
題
と
思
う
。
水
産
庁
な
ど
へ
の
働

き
か
け
は
ど
う
か
。

答
定
置
網
に
マ
グ
ロ
が
入
っ
て

も
海
に
戻
す
状
況
は
、
今
回

の
交
渉
結
果
で
は
何
ら
改
善
さ
れ
な

い
と
認
識
し
て
い
る
。
現
場
で
困
っ

て
い
る
状
況
を
関
係
各
方
面
へ
伝
え

問問
民
泊
事
業
の
現
状
は
ど
う
か
。

答
受
入
家
庭
の
協
力
で
県
内
最

大
規
模
に
展
開
さ
れ
、
陸
前

高
田
の
観
光
ガ
イ
ド
・
語
り
部
の
役

割
を
担
い
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
本
年
度
13
校
、
約

２
６
０
０
人
が
訪
れ
コ
ロ
ナ
前
と
同

規
模
と
な
っ
た
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は

問問
物
価
対
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
の
緊
急
発
行

は
ど
う
か
。

問問
日
本
遺
産
の
目
的
と
戦
略
は
。

答
日
本
遺
産
は
地
域
の
歴
史
や

文
化
を
活
用
し
、
地
域
の
活

性
化
を
目
指
す
制
度
で
あ
り
、
本
市

の
玉
山
金
山
の
採
掘
の
歴
史
も
認
定

さ
れ
た
。
玉
山
金
山
遺
跡
の
活
用
を

中
心
に「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」

全
体
の
魅
力
を
発
信
し
、交
流
人
口・

関
係
人
口
の
拡
大
に
向
け
、
関
係
団

体
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
取
り

組
み
を
進
め
る
。

問問
本
市
の
日
本
遺
産
の
活
用
に

つ
い
て
教
育
委
員
会
と
市
長

部
局
の
連
携
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

答
調
査
・
保
存
に
つ
い
て
は
教

育
委
員
会
。
そ
れ
を
活
用
し

て
観
光
に
い
か
す
の
は
市
長
部
局
で

担
当
し
て
い
る
。
今
後
は
指
摘
を
受

け
と
め
検
討
す
る
。

こ
れ
か
ら
の
民
泊
は

問問
民
泊
の
受
け
入
れ
状
況
は
。

て
い
き
た
い
。

介
護
現
場
へ
支
援
は

問問
地
元
雇
用
の
場
と
し
て
重
要

な
介
護
職
場
へ
の
支
援
は
ど

う
か
。

答
約
３
８
０
人
の
介
護
職
員
が

勤
務
し
、
大
変
重
要
な
働
く

場
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
奨
学
金

返
還
支
援
補
助
金
等
に
よ
り
介
護
人

材
確
保
に
努
め
る
。

答
本
市
の
民
泊
事
業
は
、
受
け

入
れ
家
庭
の
協
力
に
よ
り
展

開
さ
れ
て
い
る
。 

令
和
元
年
度
は

約
３
０
０
軒
ほ
ど
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
や
高
齢
化
で
受
け
入
れ
家
庭
は
一

時
70
軒
に
減
少
し
た
が
、
現
在
は

１
３
０
軒
に
回
復
。
今
後
、
修
学
旅

行
シ
ー
ズ
ン
に
は
各
家
庭
に
負
担
が

集
中
し
、
受
け
入
れ
断
念
の
可
能
性

も
あ
る
。
市
は
委
託
事
業
者
と
連
携

し
、
広
報
活
動
や
市
民
意
識
の
醸
成

を
進
め
る
。

藤
ふじ

倉
くら

　泰
たい

治
じ

（日本共産党）
大
おおつぼ

坪　涼
りょうこ

子
（日本共産党）

中
なか

野
の

　貴
たかのり

徳

「
復
興
の
先
」
と
は

　
将
来
も
魅
力
あ
る
ま
ち
表
現

民
泊
事
業
の
現
状
は

　
県
内
最
大
規
模
の
受
入
れ

日
本
遺
産
の
目
的
は

　
歴
史
文
化
活
用
で
地
域
活
性

玉山金山で採取された水晶を展示

本市の基幹産業である漁業

こちらから視聴できますこちらから視聴できます

こちらから視聴できます こちらから視聴できます

別れを惜しむ生徒と受入れ家庭
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